
仙
合
一
高

ら
見
る
と
主
将
と
し
て
の
私
の
責
任
を
つ
か
れ
て
も

仕
方
が
な
く
深
く
お
詑
び
数
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
幸
い
私
以
外
卒
業
も
な
い
の
で
前
者
の

徹
を
踏
ま
ぬ
様
今
年
度
の
不
成
績
を
苦
い
薬
と
し
て

奮
闘
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
数
し
ま
す
。
（
水
下
記
）

◇
ラ
グ
ビ
ー
鄙

　
去
年
不
振
？
フ
グ
ビ
ー
邨
も
新
春
の
希
望
と
共
に

、
去
邸
の
恥
辱
を
は
ら
さ
ん
と
、
先
輩
諸
兄
の
指
導

の
上
に
立
っ
た
ｏ

　
創
立
以
来
の
ス
官
Ｉ
ツ
、
男
性
ス
官
Ｉ
ツ
の
革
ラ

グ
ビ
ー
は
本
校
創
立
の
精
神
と
も
奈
く
相
通
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
融
和
と
共
同
の
ラ
グ
ビ
ー
精
神
を
養
い
、
先
輩
の

偉
業
を
っ
が
ん
と
し
て
、
選
手
一
同
は
勇
ん
で
練
習

に
は
げ
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
春
の

市
民
大
会
前
の
練
習
試
介
に
は
、
堂
々
他
の
・
高
校
を

圧
倒
し
岩
高
復
活
を
世
に
知
ら
し
、

と
和
を
争
っ
た
。

　
　
盛
岡
市
民
体
育
大
会

岩
手
か
高
松
か

　
　
　
　
五
月
五
日
六
口
　
　
（
図
太
グ
え
ン
ド
）

　
五
日
は
天
候
悪
く
雨
中
哉
て
あ
つ
た
が
、
新
説
柏

高
校
と
対
戦
し
て

本
校
　
1
8

.=A-S、

９９
｜

ゆ
Ｉ

３０
’-V－一之

３
　
柏
高

　
と
・
軽
く
う
ち
破
り
六
日
は
這
良
く
も
晴
天
で
あ
っ

た
。
体
力
の
強
い
我
が
校
は
、
雨
中
俄
と
か
泥
宋
版

と
か
に
な
る
と
不
振
な
の
で
あ
る
。
天
は
我
等
に
恵

み
・
を
た
れ
て
下
さ
っ
た
。

W
n
　
z
!
“
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高
松

高
体
連

官
古

　
あ
こ
無
念
！
優
勝
候
補
随
一
の
岩
手
高
校
が
名
も

な
い
、
歴
史
も
新
し
い
宮
古
当
校
に
負
け
る
な
ん
て

ｏ
誰
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
萬
人
が
耳
を
う
た

が
う
ｏ
｛

　
大
罪
を
お
・
か
し
た

と
で
あ
る
。

岩
高
始
ま
っ
て

い

　･ゝ

　り

い
な
い

　芦　心

　
こ
れ
か
ら
復
活
一
斑
を
か
ぎ
し
て
血
の
出
る
緩
な

縮
習
が
始
つ
た
。
ロ
ン
グ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
。

体
力
を
つ
け
る
為
に
、
万
口
は
黒
石
野
、
明
日
は
滝

沢
へ
と
い
う
様
に
、
こ
う
し
て
悲
這
の
う
ち
に
も
夏

３

．
’
４
　
’
″

ｊ
Ｆ
｝
。
グ

を
迎
え
た
。

　
夏
休
み
・
。

　
県
民
大
会
兼
国
体
操
道
盛
岡
地
区
ラ
グ
ビ
ー
抜
道

七
月
二
十
五
日
、
医
大
グ
ラ
ン
ド
。
平
舘
高
校
と
対

決
、
先
輩
の
指
碍
の
も
と
に
次
の
様
に
勝
つ
。

摩
ｅ
Ｗ

出
復
権
を
握
る
。

・

八
万
十
六
日
ｘ
Ｉ
ｘ
．

●

.二l
.

１‐
―

５０
-W－一之

５
　
平
舘

十
七
日
と
遠
征
し
て
来
た
仙
台
一

ヅ
フ
グ
ビ
ー
部
と
対
栽
す
。

　
実
力
を
得
る
為
の
好
槻
と
練
習
に
練
習
を
つ
み
結

月
次
の
・
橘
に
堂
々
と
勝
つ
。

l‘-

六
日
、

岩

岩
高
と
公
一

＝!●●

昌
と
の
混
合
筆
で
対
戦
ｏ

盛
混
合
軍
　
3
6
１
３

っ
た
。
体
力
を
誇
る
高
松
に
勝
っ
た
。
か
岩
高

強
し
″
と
云
わ
れ
る
ま
で
に
は
、
選
手
一
同
の
努
力

が
あ
っ
た
の
だ
。
゛

　
こ
の
日
高
松
は
Ｆ
Ｗ
の
体
力
を
利
川
し
て
球
を
と

っ
た
が
Ｈ
Ｂ
の
本
吉
の
奮
闘
目
ざ
ま
し
く
敵
の
ハ
ー

フ
を
っ
ぶ
し
て
、
こ
の
技
術
に
よ
り
・
高
松
に
勝
っ
た

乃
で
あ
る
。
優
勝
！
あ
・
ｘ
一
ケ
年
ぶ
り
に
利
権
は
、

心
手
高
校
の
も
と
に
握
ら
れ
・
た
の
で
あ
る
。
選
手
は

う
れ
・
し
淡
に
む
せ
ん
だ
の
で
あ
る
。
逐
に
飯
岡
制
覇

は
戌
っ
た
。
今
度
は
、
岩
手
県
制
覇
で
あ
る
。

ク
勝
っ
て
カ
ブ
ト
の
緒
を
し
め
よ
４
と
旅
宿
に
は
げ

も
う
と
し
た
時
修
学
旅
行
等
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て

充
分
類
習
が
出
来
ず
こ
れ
に
Ｔ
Ｂ
焦
谷
の
酒
気
、
高

松
の
怪
我
、
Ｈ
Ｂ
角
毎
等
々
五
、
六
人
不
晟
の
ま
ゝ

‥
四
体
巡
に
出
場
し
た
分
け
で
あ
る
。

花
巻
小
字
校
グ
ラ
ン
ド

一
回
朧
、
宮
古
高
校
と
対
戦

岩
手
　
６
二
回
二
９
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